




〇
接
遇
研
修

11
月
４
日
（
火
）
５
日
（
水
）
就
業

時
の
身
だ
し
な
み
、
接
客
時
の
対
応
や

言
葉
遣
い
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
を
開
催

し
、
２
日
間
で
24
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

（
講
師　
O
F
F
I
C
E 

シ
エ
ル

　
　
井
原
司
栄
講
師
）

〇
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
研
修

11
月
６
日
（
木
）
清
掃
に
関
す
る
知

識
や
コ
ツ
を
学
ぶ
講
習
を
開
催
し
９
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

（
講
師　
和
歌
山
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

　
　
ン
ス
協
会　
根
来
明
講
師
）

〇
シ
ル
バ
ー
健
康
講
座

11
月
７
日
（
金
）「
寒
さ
に
負
け
な

い
体
づ
く
り
」
に
関
す
る
講
話
や
簡
単

な
筋
力
ア
ッ
プ
に
効
果
的
な
体
操
を
学

ぶ
講
習
会
を
開
催
し
12
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

（
講
師　
龍
神
整
形
外
科

　
龍
神
正
導
講
師
）

〇
ア
ー
ト
作
品
展

　
11
月
12
日
（
水
）
か
ら
11
月
20
（
木
）

ま
で
和
歌
山
市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
て
会
員
の
ア
ー
ト
作
品
の
展
示

を
行
い
多
く
の
作
品
を
展
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

〇
語
り
部
さ
ん
と
「
寺
町
ウ
オ
ー
ク
」

　
11
月
28
日
（
金
）
会
員
相
互
の
交
流

と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
徳
川
吉
宗
像
か
ら
岡
公
園
周

辺
の
寺
町
巡
り
を
、
語
り
部
さ
ん
（
雑

賀
班　
寒
川
み
す
ゞ
さ
ん
）
の
お
話
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
行

い
10
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

【
寺
町
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
】

９
時
30
分
に
吉
宗
像
の
前
に
集
合

し
、
寺
町
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま

し
た
。
ま
ず
始
め
に
和
歌
山
付
属
小
中

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
あ
る
根
上
が
り
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の
松
を
み
て
、
吉
宗
誕
生
の
地
、
法
恩

寺
、
惠
運
寺
、
窓
誉
寺
、
無
量
光
寺
、

珊
瑚
寺
、
刺
田
比
古
神
社
、
松
生
院
を

語
り
部
の
寒
川
み
す
ゞ
さ
ん
の
す
て
き

な
話
を
聞
き
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。

日
頃
そ
の
周
辺
を
よ
く
車
で
通
っ
て
い

る
所
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
約

２
時
間
半
の
散
策
で
し
た
が
、
心
地
よ

い
疲
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
新
た
な
和
歌

山
の
発
見
で
し
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
是
非
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
楠
見
班　
人
見
不
二
夫　
記
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及

啓
発
の
促
進
を
目
的
に
実
施
し
た
地
域

班
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
時
の
写
真
で

す
。

〇
木
本
地
区
地
域
班

　
10
月
15
日
（
水
）
木
本
地
区
会
員
24

名
が
参
加
し
て
木
本
八
幡
宮
境
内
の
落

ち
葉
清
掃
及
び
除
草
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

 〇
貴
志
地
区
地
域
班

　
11
月
27
日
（
木
）
貴
志
地
区
会
員
10

名
が
参
加
し
て
次
郎
丸
交
差
点
か
ら
土

入
児
童
公
園
ま
で
の
都
市
道
路
の
ご
み

回
収
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

〇
紀
伊
・
川
永
・
山
口
地
区
地
域
班

12
月
４
日
（
木
）
紀
伊
・
川
永
・
山

口
地
区
会
員
11
名
が
参
加
し
て
松
源
和

歌
山
イ
ン
タ
ー
店
西
側
、
田
屋
交
差
点

か
ら
マ
ン
ガ
倉
庫
和
歌
山
店
前
、
西
田

井
東
交
差
点
ま
で
の
歩
道
の
ゴ
ミ
回
収

を
実
施
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
が
、
指
定
管
理
者
と
な

っ
て
管
理
を
受
託
し
て
い
る
西
庄
ふ
れ

あ
い
の
郷
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

〇
親
睦
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
11
月
12
日
（
水
）
西
庄
ふ
れ
あ
い
の

郷
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
地
域
班
主
催

で
、
理
事
長
杯
シ
ル
バ
ー
会
員
親
睦
ゲ

ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
19
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

 〇
お
料
理
上
手
な
ハ
ー
ブ
オ
イ
ル
作
り

11
月
15
日
（
土
）
お
料
理
上
手
な
ハ

ー
ブ
オ
イ
ル
作
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

西
庄
ふ
れ
あ
い
の
郷
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〇
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
壁
飾
り

11
月
17
日
（
月
）
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た

ク
リ
ス
マ
ス
壁
飾
り
作
り
を
開
催
し
ま

し
た
。

〇
出
前
入
会
説
明
会

　
セ
ン
タ
ー
で
は
９
月
か
ら
３
月
ま
で

毎
月
３
か
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
等
に
て
出
前
入
会
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

〇
広
報
活
動

　
10
月
17
日
（
金
）
JR
和
歌
山
駅
前
で

普
及
啓
発
活
動
と
し
て
和
歌
山
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
と
一
緒
に

会
員
募
集
チ
ラ
シ
と
エ
コ
バ
ッ
ク
を
配

布
し
ま
し
た
。

〇Sm
ile to Sm

ile

の
活
用

　
募
集
人
員
の
多
い
お
仕
事
及
び
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
はSm

ile to 
Sm

ile

に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
剪
定
の
で
き
る
会
員
さ
ん
を
募
集
中

で
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

〇令和７年度　事故発生状況（11月30日現在）
就業中の事故には十分注意してください。

項番 日 作業 内容

1 6月3日 草刈 警備用センサー切断

2 6月5日 水やり 散水用ホースリール破損

3 6月20日 剪定 切り枝による車両破損

4 7月11日 草刈 飛び石による車ガラス破損

5 9月 5日 草刈 飛び石による車ガラス破損

6 9月16日 発掘 転倒による打撲

7 9月20日 水やり 水道塩ビパイプ破損

8 9月24日 広報誌配布 支所窓ガラス破損

9 10月28日 草刈 学校窓ガラス破損

10 11月14日 除草 散水用ホース切断

会
員
獲
得

事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ
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